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Ⅰ．地  形 
 

 

（酒井 彰） 

 

浦河図幅地域は，東方の幌泉（現在の地形図名はえり 

も）地域西端のアポイ岳・ピンネシリを南北に結ぶ稜線 

からの西側山麓斜面地域と，主に百数十mの定高性のあ 

る丘陵地域からなる．本地域の最高地点は，地域北東部 

門別川流域の標高340m余の地点である．丘陵地域の最高 

地点は鵜
う

苫
とま

川上流の212.9m地点である．埋谷面図(第 1 

図）に見られるように，東部に山麓斜面，中央部から西 

部にかけて丘陵地形が見られる．山麓斜面地域には日高 

帯イドンナップ帯の付加コンプレックス，丘陵地域には 

主に空知-エゾ帯の蝦夷累層群と新第三系上杵臼累層が 

分布している．北に接する西舎図幅地域の山岳地域で 

は，稜線の北西-南東方向の定向性が見られたが，浦河 

図幅地域では地形の定向性は明瞭には認められない． 

本図幅地域を流れる主な河川には，日高主稜線から流 

れ下る日高幌別川，支稜線から流れ下る様似川・門別川・ 

ポロサヌシベツ川・ポンサヌシベツ川のほか，丘陵地を 

源とするウロコ別，乳呑川・月寒川・鵜苫川・海辺川な 

どがある（第 2 図)． 

主要河川と海岸沿いに段丘地形が発達している．東部 

地域のアポイ岳西側山麓斜面には 4 段の海成段丘が発達 

している(第 3 図)．様似川中流域では右岸に河成段丘が 

識別された．この他，浦河町月寒・白泉と様似町鵜苫・ 

平宇に 2 段ないし 1 段の段丘が分布している． 

沖積低地は各河川の下流部に発達している．

 

 

 



― 2 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 図 様似町平宇付近の段丘地形（様似町本町から東方を望む） 
t1：高位段丘，t2：中位段丘，t3：低位 1 段丘，t4：低位 2 段丘
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Ⅱ．地 質 概 説 

 

 

（蟹江康光・酒井 彰） 

 

浦河図幅地域は北海道中央部の南端，すなわち北緯42ﾟ 

00′-42ﾟ10′(世界測地系42ﾟ00′09"-42ﾟ10′09"），東経142ﾟ45′ 

-143ﾟ00′(世界測地系142ﾟ44′46"-142ﾟ59′46"）の範囲に位 

置し，日高山脈南部の西斜面から太平洋まで広がってお 

り，地質構造区分の上では，空知-エゾ帯と日高帯西部の 

日高西縁構造帯及びイドンナップ帯にまたがる地域であ 

る（第 4 図）． 

本図幅地域には中生界と，新第三系及び第四系が分布 

している（第 5 図）．先新第三系の地質構造区分の上では， 

空知-エゾ帯と日高帯にまたがる地域である．この地域で 

は，日高帯西縁部の日高西縁構造帯は新第三系に覆われ 

ているため，その分布は不明であり，したがって，空知 

-エゾ帯との境界も地表では確認できない． 

日高帯のうち日高西縁構造帯と日高変成帯の間の地帯 

は，かつて日高前縁褶曲帯と呼ばれたが，現在ではイド 

ンナップ帯として知られている（木村，1986）．イドンナッ 

プ帯には白亜紀前期末から白亜紀後期にかけて西方への 

沈み込みによって形成された付加コンプレックス・変成 

岩類が分布している（Kiminami et al.，1985，三浦・豊 

島，1999）．本地域の付加コンプレックスと変成岩類は, 

東部の様似断層以東に分布しており，それらは岡田ユ 

ニットと冬島変成岩類とに分けられる．岡田ユニットは 

比較的変形の弱い泥岩や砂岩及び砂岩泥岩互層中に砂 

岩・石灰岩・チャート・玄武岩溶岩及び火山砕屑岩の岩 

塊を含む．冬島変成岩類は泥質片岩や砂質片岩中に石英 

片岩・苦鉄質片岩の岩塊を伴っており，石灰岩の岩塊は 

小規模かつ量が少ないのが特徴である．そして，引き続 

く古第三紀末の千島弧の東北日本弧への衝突により 

（Kimura and Tamaki，1986；Kimura，1994），イドン 

ナップ帯の付加コンプレックスは，日高主衝上断層や西 

縁境界断層を境に日高変成岩類とその東側の付加コンプ 

レックスの西方への衝上運動により，東に倒れた構造か 

ら西に倒れた構造に変形された（Kiyokawa，1992；Ueda 
et al.，2001）． 

一方，空知-エゾ帯には，白亜紀の東アジア東縁の前縁 

堆積盆に堆積した蝦夷累層群が分布している．蝦夷累層 

群は，空知層群ニタラチ累層の上位に整合に重なり，下 

位から下部蝦夷層群，中部蝦夷層群，上部蝦夷層群，函 

淵層群に区分される．浦河地域にはニタラチ層は分布し 

ていない． 

下部蝦夷層群は，ツケナイ累層とベッチャリ累層から 

なり，ツケナイ累層は主として砂岩からなり，ベッチャ 

リ累層は主として粘土岩及び砂岩からなる．浦河地域の 

下部蝦夷層群から大型化石は発見されていない．放散虫 

化石から，本層群の時代は中期バレミアン-後期アルビア 

ンの前期（三次･平野，1997）で，層厚は約300mである. 

中部蝦夷層群は下部蝦夷層群を整合に覆い，下位から 

歌笛累層と絵笛累層に分けられる．歌笛累層の下部は砂 

岩，中部は泥岩，砂岩及び砂岩泥岩互層，上部は粘土岩 

からなるが，地域により層厚・層相変化が著しい．歌笛 

累層から軟体動物化石がまれに産する．絵笛累層は下部 

がスランプ性の砂岩及び礫岩，中部が粘土岩，上部が砂 

岩泥岩互層及び砂岩からなる．本累層からは軟体動物化 

石が散点的に産し，また有孔虫・放散虫化石も産する． 

本層群の時代は上部アルビアン-チューロニアンであり, 

その層厚は1,500-2,900mである． 

上部蝦夷層群は，中部蝦夷層群から整合漸移し，下位 

から浦河累層と乳呑川累層からなる．浦河累層は砂岩を 

挟む粘土岩からなり，軟体動物・有孔虫・放散虫化石を 

多産する．その層厚は670-950mである．乳呑川累層はシ 

ルト岩-極細粒砂岩からなり，軟体動物化石を多産する． 

本層群の時代はコニアシアン-カンパニアンで，その層厚 

は800-2,500m以上である． 

函淵層群は，浦河図幅地域のみに分布し，上部蝦夷層 

群を整合に覆って堆積している．砂岩とシルト岩からな 

り，どちらも凝灰質である．その時代は下部マーストリ 

ヒチアンで，その層厚は600m以上である． 

これらの先第三系が堆積した後，本地域を含む北海道 

中軸帯の中央部は隆起に転じ陸化した．そして，新第三 

紀中新世前期の16.5Ma（前田ほか，1990）に様似町冬似 

からエンルム岬にかけての海岸部の中部蝦夷層群分布域 

にひん岩の岩脈が貫入した． 

中新世前期末になって，本地域は沈降地域になり付加 

コンプレックスや蝦夷累層群を不整合に覆って上杵臼累 

層が堆積した．その期間は中新世中期にわたる．本累層 

の基底部は礫岩から始まり，その上位に砂岩そしてシル 

ト岩が重なる．その分布の東縁は日高主衝上断層付近に 

まで達している．層厚は630m以上である． 

本地域の第四系は，段丘堆積物と沖積層に区分される. 

段丘堆積物は，高位・中位・低位 1 及び低位 2 に細分さ 

れる．段丘堆積物の分布は偏在していて，東部のアポイ 

岳西側山麓に広く分布し，そのほか浦河町月寒から白泉， 

様似町鵜苫及び平宇に分布している． 

沖積層は，主な河川沿いに分布しており，日高幌別川 

と様似川では広く，水田や牧草地として利用されている. 

日高幌別川河口付近の地下には，一部に泥炭の分布が確 
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認されている． 

埋め立て地は，浦河港や様似港付近に認められる． 

以上の地質関係をまとめて，第 1 表に示す．
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Ⅲ．日高帯の中生界 
 

 

（酒井 彰） 

 

 

Ⅲ．1 研 究 史 

 

浦河地域及びその周辺の地質に関しては，伊木（1911 

a）の先駆的研究に始まり，第二次世界大戦以前には，福 

富ほか（1936），竹内・三本杉（1938），杉山（1941）な 

どの研究がある．戦後北海道の開発に関連して，5 万分 

の 1 地質図幅の調査が計画的に実施され，東隣の幌泉地 

域（舟橋・猪木，1956）が昭和31年に，北東隣の楽古岳 

地域（鈴木ほか，1959）が昭和34年にそれぞれ刊行され, 

また北隣の西舎地域（酒井・蟹江，1986）が昭和61年に 

刊行された． 

本地域を含む北海道中央部には，北海道の先第三系基 

盤岩類と考えられた地層群が分布している．その中軸の 

日高山脈には深成岩類・変成岩類が分布しており，北海 

道中軸（地）帯と呼ばれた（舟橋，1955；Hunahashi, 
1957)．そして，この地域は一つの典型的な地向斜造山運 

動の中心を構成するとされた．さらに，北海道中軸帯に 

分布する“先蝦夷層群”は，長谷川潔ほか（1961）によっ 

て，日高累層群として一括され，下位より中の川層群， 

神威層群，空知層群に区分され，その後の地質図幅調査 

の進展とともに北海道中軸帯全域にこの層序が適用され 

ていった． 

1970年代になって，新たなデータが蓄積されるととも 

にプレートテクトニクスに基づいた構造運動論が体系化 

されていった．そして，日高変成帯は西側の西帯（宮下， 

1983）と日高帯主帯（小松，1985）に分けられ，西帯は 

変成したオフィオライト，主帯は島弧性地殻の衝上帯と 

された．西帯は最近ではポロシリオフィオライト帯と呼 

ばれている（宮下，1987）． 

一方，日高累層群に関しては，1970年代には，中の川 

層群や神威層群の層序の再検討（紺谷，1974，1978；酒 

井，1976；Sakai，1981；紺谷・酒井，1978，1980），三 

畳紀コノドントや蘚虫の発見（勘米良・小畠，1972；猪 

郷ほか，1974；Hashimoto et al.，1975；橋本ほか， 

1975；酒井，1976；Sakagami and Sakai，1979；石崎， 

1979）や，これに基づく空知・神威両層群の層序関係の 

見直し（橋本ほか，1975；木村ほか，1975；鈴木，1977) 

がなされた． 

1980年代になると，泥質岩・珪質岩から放散虫化石の 

産出が報告されるようになり，蝦夷層群の下位に整合関 

係で下部白亜系が存在することが明らかになり（蟹江ほ 

か，1981；紀藤，1982，1983；Kiminami et al.，1985), 

また上部ジュラ系の苦鉄質岩の存在（Jolivet  et  al., 

1983；紀藤，1983）も明らかになった．日高帯西部の神 

威層群分布域から白亜紀前期の放散虫化石（Ishizuka et 
al.，1984；加藤ほか，1984)や，白亜紀後期の放散虫化石 

（岩田ほか，1982，1983；田近，1983；田近･岩田，1983； 

田近ほか，1984）が報告された．これらを，まとめるか 

たちで，地質構造区分も見直され，日高帯の変成帯西側 

に白亜紀付加コンプレックスが分布していることが明ら 

かになり，木村（1986）はこの地帯をイドンナップ帯と 

呼ぶことを提唱した．また，君波ほか（1986）は日高西 

縁構造帯（橋本ほか，1961）より西側の地域を空知-エゾ 

帯と呼んだ． 

その後，酒井（1988）はイドンナップ帯において，こ 

れまで報告されていなかった空白期を埋める放散虫化石 

を報告し，通商産業省（1989）はそれと同じ地質体が空 

知-エゾ帯にナップとして存在していることを明らかに 

した．七山・中川（1995）は日高幌別川流域に分布する 

付加コンプレックスの一部を幌別川コンプレックスと呼 

び，砕屑岩中のクロムスピネル粒子の存在で超苦鉄質岩 

類の上類・類 について類論した．類田ほか（ 1993）は， 

西舎地域のメナシュマン層（酒井・蟹江，1986）から古 

第三紀暁新世の放散虫化石を報告し，斜面海盆を埋めた 

地質体であるとした． 

Kiyokawa(1992)は，新冠川・静内上流域のイドンナッ 

プ帯の付加コンプレックスの放散虫年代と岩相の詳細を 

明らかにし，付加について類論した．Ueda et al.(2001) 
は，元浦川上流から日高幌別川上流のイドンナップ帯の 

付加コンプレックスの岩相ユニット区分と放散虫年代の 

検討を詳細に行い，さらにイライトによる熱構造解析を 

行った． 

アポイ岳西側山麓には古くから変成岩の存在が知られ 

ていたが（例えば，佐藤ほか，1971），詳細は不明であっ 

た．三浦・豊島（1997）はまとまった変成岩の分布を明 

らかにし，それを冬島変成岩類と命名した．そして，三 

浦・豊島（1999）は，冬島変成岩類の岩相記載と変成分 

帯を行い，それはポロシリオフィオライトと同様にイド 

ンナップ帯の深部相として緑色片岩相から角閃岩相の変 

成作用を受け，南南東ないし南に上類した地質体である 

とした．最近のイドンナップ帯に分布する付加コンプ 

レックスの層序対比をまとめて第２表に示す． 

 

Ⅲ．2 日高帯の付加コンプレックス・変成岩類 
 

本地域のイドンナップ帯には，白亜紀の付加コンブ 
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レックスとそれを原岩とする変成岩類が分布する．この 

変成岩類は，日高変成岩類とは区別され，しかも原岩が 

付加コンプレックスと推定されるので，同じ章で記載す 

る．非変成の付加コンプレックスを岡田ユニットと呼ぶ． 

変成岩類は冬島変成岩類と呼ばれている（三浦・豊島， 

1997）． 

 

Ⅲ．2．1 岡田ユニット（Ok，s，ls，ch，b） 

様似町岡田のイサカナイ川流域に分布する新第三系上 

杵臼累層の南側で冬島変成岩類との間に挟まれた地域， 

西側を様似断層で蝦夷累層群と接し東側を冬島変成岩類 

と断層で接する地域，及び西側を冬島変成岩類と断層で 

接し，東側は幌満の超苦鉄質岩類との境界断層で限られ 

る地域に分布する付加コンプレックスを一括して岡田ユ 

ニットと呼ぶ． 

本ユニットは，泥岩を基質とし，砂岩，砂岩泥岩互層， 

チャート，玄武岩溶岩と火山砕屑岩及び石灰岩の岩塊か 

らなる．全体に劈開の発達は弱いが，細かな割れ目が発 

達していることが多い．砂岩泥岩互層は砂岩が数cm-数 

10cm，泥岩が数cmの厚さのものが多く，しばしば泥岩部 

で滑っていることが観察される（第 6 図）．砂岩や砂岩泥 

岩互層のまとまった分布としては，平宇の国道沿いで観 

察される．いずれの場所でも，砂岩には細かな割れ目と， 

石英や方解石などの細脈が発達している．鏡下では，石 

英や長石が細かく破砕されている部分と比較的良く残っ 

ている部分とが混在している． 

チャートや玄武岩溶岩と火山砕 岩は規模が小さく，  

厚さ数m程度でレンズ状の岩塊が一般的である．石灰岩

第６図 岡田ユニットの砂岩泥岩互層（ポロサヌシベツ川上流）
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は岡田の砕石場跡で径数mの岩塊と厚さ2m位の層状石 

灰岩がちぎれかかっているもの（第 7 図）が観察され， 

山腹には10m以上の岩塊も見られる． 

本ユニットは，西舎図幅地域のソエマツ沢層に相当す 

ると考えられるが，分布が連続していないこと，石灰岩 

や緑色岩の規模が小さいこと，放散虫などの化石が産出 

せず，地質時代がわからないことから，別の名称を付け 

た． 

 

Ⅲ．2．2 冬島変成岩類（ps，qs，ms） 

三浦･豊島(1997)が命名した．以下，三浦･豊島(1999) 

に基づいて記載する．彼らの地質図を第 8 図に示す．著 

者と断層の引き方に違いはあるが，変成相のブロック分 

けは本質的には違いがない．本変成岩類の大部分は片理 

の発達した泥質片岩である（第 9 図）．ついで苦鉄質片岩 

が多く，特に北部の断層に挟まれた地域と，それより南 

の地域では西部に分布している．門別川の支流では枕状 

溶岩も観察され，ほとんど引き延ばされたり変形してい 

ない（第10図）．珪質片岩は，門別川中流の支流分岐点や 

冬島の漁港にまとまった分布がみられ，それらは原岩が 

層状チャートであることが明瞭である．その単層の厚さ 

は，1-3 cmで成層しており，ちぎれたりレンズ化などは 

していない（第11図）．また，平宇の門別川右岸では径5 

mの石灰岩の岩塊が確認された． 

三浦・豊島（1999）は，変成相の違いにより，緑色片 

岩相から角閃岩相までの 5 つに区分している．

第 7 図 岡田ユニットの石灰岩塊と石灰岩層（様似町岡田の砕石場跡） 
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第 9 図 泥質片岩（門別川中流） 
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Ⅲ．3 地質構造 

 

全体の走向は北西-南東ないし北北西-南南東で，北隣 

の西舎地域と比べるとわずかに北にふれている．冬島変 

成岩類の分布域では，北東方向の軸を持ち北東にプラン 

ジした向斜構造が解析されている．このような構造を， 

東西方向の高角断層が切っている．西舎地域では，東西 

断層はあるが，あまり多くない．走向が北にふれてくる 

ことと関連している可能性がある． 

空知-エゾ帯との地層群との境界は北北西-南南東方向 

の高角の正断層である．

 

 

第10図 枕状構造を残した苦鉄質片岩（門別川中流） 

第11図 チャートの堆積構造を残した石英片岩（冬島漁港）
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Ⅳ．空知-エゾ帯の中生界 
 

 

（蟹江康光） 

 

浦河図幅地域の中央部から西部は空知-エゾ帯に属し, 

蝦夷累層群が分布している（第 3 表，第 4，5 図）．北方 

の稚内東方からほぼ南北方向に分布する本帯において， 

浦河地域はその南東縁部に位置する． 
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Ⅳ．1 研 究 史 

 

浦河図幅地域と北隣の西舎図幅地域(酒井･蟹江,1986) 

及び北西隣の三石図幅（和田ほか，1992）にまたがる浦 

河地方は，白亜紀軟体動物化石を多産することで著名で 

あって，古くはYokoyama（1890）及び Jimbo（1894）が 

海岸地域産化石の記載を行った．層序については伊木 

（1911a，b）の報告があり，Yabe（1927）は当地方の上 

部白亜系を浦河統の模式地に設定した．その後，竹内・ 

三本杉（1938）により10万分の１地質図幅「浦河」が刊 

行された．Matsumoto（1942，1943）は上部白亜系の詳 

細な化石層序と地質図を示した． 

第二次大戦後，Takayanagi（1960）は Matsumoto の 

地質図に基づいて浦河地方の上部白亜紀の有孔虫化石層 

序を３帯に区分した．蟹江（1966）は軟体動物化石の産 

出に基づいて，チューロニアンからマーストリヒチアン 

の化石層序と地質図を示した．中・下部白亜系について 

は浦野（1957）の地質図がある． 

Okada（1983）は，下部蝦夷層群から函淵層群までの 

４層群を一括して蝦夷累層群と呼んだ． 

 

Ⅳ．2 蝦夷累層群 

 

蝦夷累層群は，日高幌別川と元浦川に伏在する断層に 

よって，東から様似ブロック，浦河ブロック，歌笛ブロッ 

クに分かれて分布する．下位から下部蝦夷層群，中部蝦 

夷層群，上部蝦夷層群及び函淵層群からなる． 

 

Ⅳ．2．1 下部蝦夷層群 

浦河地方の下部蝦夷層群は下位の空知層群ニタラチ累 

層を整合に覆い，下位からツケナイ累層(L1)とベッチャ 

リ累層(L2)に分けられる．層厚20-600mの海成堆積物 

である．本層群は，元浦川西岸・ナイ川・ツケナイ川・ 

ベッチャリ川・オショロベツ川支流・向
むこう

別
べつ

川上流・鵜
う

苫
とま

 

川上流に分布する．地質年代を明示する大型化石は発見 

されていない．三次・平野（1997）は，元浦川上流域で 

放散虫化石の検出から中期バレミアン-後期アルビアン 

の前期に対比した．なお，この年代決定方法は Taketani 
and Kanie（1992）といくらか異なっている． 

 

Ⅳ．2．1．1 ツケナイ累層（L1） 

酒井・蟹江（1986）の命名による．西舎図幅地域，浦 

河町元浦川の支流ツケナイ川に模式的に発達しており， 

主として砂岩よりなるが，場所によって泥岩を挟む砂岩 

泥岩互層となっている．砂岩は粗粒-細粒，緻密堅硬で， 

風化すると赤味を帯びるのが外観上の特徴である．砂岩 

の構成粒子としてはチャートの岩片が目立ち，長石はカ 

リ長石が多い．また，火山岩片，古期岩類片も多い．下 

位の空知層群ニタラチ累層との関係は，西舎図幅地域の 

ナイ川流域で観察される．そこでは，本累層に属する砂 

岩が，ニタラチ累層のNt2部層に属する厚い酸性凝灰岩 

と，その上位にある泥岩を挟んで整合に覆っている．模 

式地のツケナイ川での層厚は170m，南方の浦河町ベッ 

チャリ川では50mになり，北西-南東方向で層厚が急激に 

薄くなる（第12図）． 

本地域の北部，様似町鵜苫川上流地域（様似ブロック） 

では，本部層は厚さ300m以上の砂岩となっている．下限 

は新第三系の上杵臼累層に不整合に覆われていて不明で 

ある（第13図）． 

 

Ⅳ．2．1．2 ベッチャリ累層（L2） 

酒井・蟹江（1986）の命名による．本累層は下位のツ 

ケナイ累層を整合に覆う．模式地は西舎図幅地域の浦河 

町元浦川支流のベッチャリ川である．本累層は主として 

黒色粘土岩からなるが，下部は泥勝ちの砂岩泥岩互層に 

なっていることが多い．互層を構成する砂岩はチャート 

岩片を多量に含み，ツケナイ累層の砂岩に似ている． 

本図幅地域の様似ブロックに属する鵜苫川上流地域で 

は厚さ約300mの主として砂岩からなり，黒色粘土岩を挟 

む(第13図）．黒色粘土岩の一部は千枚岩化しており，節 

理も発達している．本累層からは大型化石はまだ発見さ 

れておらず，また北海道中央部の本累層相当層に分布す 

るオルビトリナ石灰岩の分布も見られない． 

 

Ⅳ．2．2 中部蝦夷層群 

本層群は下位のベッチャリ累層を整合に覆い，産出化 

石（第 3，4 表）からその時代は中部アルビアン-チュー 

ロニアンにわたる層厚2,300m以上の海成堆積物である． 

歌笛累層（M1a,M1b,M1c）と絵笛累層（M2,M3,M4) 

に 2 分される． 

 

Ⅳ．2．2．1 歌笛累層（M1a，M1b，M1c） 

酒井・蟹江（1986）の命名による．模式地は三石図幅 

地域の三石町歌笛集落北西のポンルベシベ川流域であ 

る．本累層は，模式地から南東方へ，鳧
けり

舞
まい

川支流の高津 

川・元浦川中流・向別川上流（同川支流の高津川）なら 

びにメナブト川に分布する．下位の下部蝦夷層群のベッ 

チャリ累層を整合に覆い，上位の中部蝦夷層群絵笛累層 

に整合漸移する．層厚は1,600m以上であり，地域により 

層厚変化とともに層相変化も激しい.岩相の違いにより, 

下部からM1a,M1b,M1cの 3 部層に分けられる．M1a 
部層は主に砂岩，M1b部層は泥岩，砂岩及び砂岩泥岩互 

層，M1c部層は主に粘土岩よりなる． 

層厚は，M1a部層が300-420m，M1b部層が300-730m, 

M1c部層が200-450mであり，堆積盆地の中央部に当たる 

浦河ブロックで層厚が最小となる傾向が認められる．泥 

質岩よりアンモナイト・イノセラムスなどの軟体動物化 
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石をまれに産し，M1a・M1b部層は中-上部アルビアン, 

M1c部層は下部セノマニアンの堆積物とみなされる．浦 

河図幅地域では，M1aとM1b部層は鵜苫川上流に分布す 

るが，M1c部層は分布しない． 

 

M1a 部層 

主として砂岩からなるが，地域によって泥岩を挟む砂 

岩泥岩互層となる．砂岩を構成する粒子はチャート，火 

山砕 物の岩片に富む．砂岩の山結度はツケナイ累層の  

砂岩と比較して弱い．下位のベッチャリ累層との層序関 

係は，浦河地域のナイ川入り口とその北方のモモナイ林 

道で確認でき，ベッチャリ累層最上部の粘土岩とM1a部 

層最下部の砂岩泥岩互層は整合漸移し，その上位はM1a 
部層の主部に相当する砂岩になる． 

浦河図幅地域では，鵜苫川上流に分布し，泥岩の薄層 

を少量挟む砂岩よりなる．スランプ褶曲で繰り返し露出 

しているが，層厚は約400mである（第13図）． 

M1b 部層 

泥岩，砂岩及び砂岩泥岩互層からなる．本部層は層相 

が激しく変化する．三石図幅地域の三石ブロックでは泥 

岩が優勢である． 

浦河図幅地域では，様似ブロックの浦河町杵
きね

臼
うす

から様 

似町様似市街北方及び東方に分布し，砂岩泥岩互層が優 

勢である．本部層の下部と上部は断層で切られており， 

露出部の層厚は600m以上ある． 

 

Ⅳ．2．2．2 絵笛累層（M2，M3，M4） 

竹内・三本杉（1938）の命名による．模式地は西舎図 

幅地域の絵笛川中・上流域であり，褶曲・断層によって 

繰り返し露出する．本累層は元浦川下流東岸（ルスナイ 

-姉茶），向別川中流，タンネベツ川流域，乳呑川上流， 

月寒川中流に分布する．下位の歌笛累層とは整合関係で 

ある．歌笛ブロックには，本累層の下部が，様似ブロッ 

クには上部が分布している．岩相の違いにより下位から 

M2・M3・M4の 3 部層に分けられる（第12図）．M2部層 

はスランプ性の砂岩及び礫岩からなる．M3部層は主と 

して粘土岩からなる．M4部層は砂岩泥岩互層及び砂岩 

を主とし，層相は激しく変化する．各部層ごとの層厚は， 
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M2部層が100-200m，M3部層が200-800m，M4部層が 

150-330mであり，本累層の最大層厚は約1,400mと見積 

られる．層厚は一般に北東部より南西部が厚い．本累層 

の泥質部からアンモナイト，イノセラムスなどの化石を 

散点的に産し，粘土岩から有孔虫，放散虫化石を豊富に 

産する．これらの化石により，M2部層は中部セノマニア 

ン，M3部層は上部セノマニアン-下部チューロニアン， 

M4部層は中部-上部チューロニアンに対比される． 

 

M2 部層 

本部層は主としてスランプ性の砂岩及び礫岩からな 

る．基底部の礫岩は中礫大の円礫からなる．下位の歌笛 

累層との層位関係は直接観察できないが，整合と推定す 

る．層厚は100-200mである．主な分布は，三石図幅地域 

の浦河町元浦川東岸，西舎図幅地域の浦河町ルスナイ， 

向別川中流，タンネベツ川上流にある． 

浦河図幅地域では，砂岩及び礫岩が月寒川中流から東 

幌別北方にかけて分布している． 

M3 部層 

主要な分布は，西舎図幅地域にあり，南西部では主と 

して黒色粘土岩からなり，北東部ではシルト岩・スラン 

プ性の砂礫岩及び砂岩泥岩互層からなる．層厚は200-800 

mで，北東部より南西部の方が厚い．下位のM2部層を整 

合に覆う．本図幅地域では，月寒川中流から東幌別北方 

にかけて分布している． 

東幌別北方 

様似ブロックの東幌別の北方で，地層の上下を断層で 

切られて断片的に泥岩が露出する．地点U413で，泥岩に 

含まれるコンクリーションからイノセラムスを産した． 

層厚は120m以上である． 

西幌別 

浦河市街地から月寒川中流を経て西幌別に延長する 

M3層は，黒色粘土岩で，上部は砂岩泥岩互層になる．下 

限は断層で切られて不明である．層厚は200m以上であ 

る． 

M4 部層 

砂岩泥岩互層を主とするが，層相変化は激しい．下位 

のM3部層との関係は整合である．層厚は150-250mで， 

南東方（本図幅地域，様似ブロック）に厚くなる． 

鵜苫沢-様似市街 

酸性凝灰岩薄層を挟む粘土岩からなり，イノセラムス 

を産した．層厚は250m以上である． 

浦河町月寒川中流 

下部は泥岩，上部は砂岩泥岩互層からなり，アンモナ 

イトを産した．上部は断層で切られている．層厚は150m 

以上である． 

 

Ⅳ．2．3 上部蝦夷層群 

上部蝦夷層群は，浦河図幅地域から北隣の西舎図幅地 

域にかけて分布しており，下位から浦河累層と乳呑川累 

層に分けられる．浦河累層は主として粘土岩からなり砂 

岩層を挟む．本累層はU0部層とU1部層に分けられる．乳 

呑川累層はシルト岩-細粒砂岩からなり，浦河累層に比 

べ，やや粗粒な堆積物よりなる．本累層はU2-U5の 4 部 

層に細分される．本層群の層厚は2,500m以上である．産 

出化石からその時代はコニアシアン，カンパニアンにわ 

たる（第 5 ，6 表）． 

 

Ⅳ．2．3．1 浦河累層（U0，U1） 

蟹江（1966）の命名による．本累層は Yabe（1927）の 

Upper Ammonites Bedsの下半部に相当する．本累層の 

模式地は西舎図幅地域内の浦河市街北方の乳呑川上流部 

にある．本累層は下位の中部蝦夷層群絵笛累層を整合に 

覆い，上位は乳呑川累層に整合に覆われる．浦河ブロッ 

クでは標準的な層序を観察できるが，西の歌笛ブロック 

と東の様似ブロックでは本累層の下部のみが分布してい 

る(第 3 表，第12図)．層相の違いにより下部のU0部層と 

上部のU1部層に分けられる．本累層の層厚は670-950m 

である．本累層から軟体動物・有孔虫・放散虫化石が産 

し，U0部層はコニアシアンに，U1部層はコニアシアン最 

上部-カンパニアン最下部に対比される． 

U0 部層 

粘土岩を主とするが地域により砂岩層を挟む．また下 

部に酸性凝灰岩を挟む．層厚は230-500mで，南西部に向 

かって厚くなる傾向がある． 

東幌別 

粘土岩が，背斜部に分布するM4部層を挟んで２帯に 

分かれて分布し，南の帯からイノセラムスを産した．本 

部層の上部は南部･北部とも断層で切られて分布しない． 

地層の厚さは200m以上と推定される． 

浦河市街地-月寒川中流 

地層の上・下を断層に挟まれて粘土岩が分布し，有孔 

虫化石を産した．その北方にも断層に挟まれて狭長に分 

布する． 

U1 部層 

本部層は基底部の厚さ8m前後の砂岩・礫岩から始ま 

り，主部の黒色粘土岩に移行し，一部に石灰質のコンク 

リーションを含む．また上部に砂岩または砂岩泥岩互層 

を挟むことがある（第12図)．層厚は，浦河ブロックの西 

舎図幅地域の乳呑川上流で約450mである．様似ブロック 

には分布しない． 

乳呑川中流-西幌別北方 

粘土岩が上下とも断層で切られて東西に幅狭く分布す 

る．層厚は100m以上である． 

西幌別 

粘土岩が褶曲により繰り返し分布し，北側では上部を， 

南側では下部をそれぞれ断層で切られる．粘土岩に含ま 

れるコンクリーションから多種のアンモナイト・イノセ 
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ラムスを産した．層厚は100m以上である． 

浦河市街地 

背斜部に粘土岩が分布している．北東と南西の両側に 

は上位のU2部層が整合関係で分布する．市街地のため露 

出は不良であるが，層厚は50m以上である． 

 

Ⅳ．2．3．2 乳呑川累層（U2，U3，U4，U5） 

Matsumoto（1942，1943）の命名による．本累層の模 

式地は北隣の西舎図幅地域の乳呑川の中・上流部にあり， 

下位の浦河累層U1部層を整合に覆い，上限は断層に切ら 

れて不明である．本累層は，浦河図幅地域では浦河及び 

様似ブロックに小面積で分布する．北隣の西舎図幅地域 
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内では浦河ブロックのみに分布する．本累層は灰黒色シ 

ルト岩-極細粒砂岩からなり，しばしば海緑石粒を含んで 

いて緑色を呈する．下位の浦河累層と比べ，一般により 

粗粒であり色は灰色を帯びている．岩相の違いにより下 

部からU2，U3，U4，U5の 4 部層に分けられる．それぞ 

れの部層の基底部は凝灰岩質砂岩層で，その上位はシル 

ト岩-極細粒砂岩である．乳呑川からウロコ別流域に分布 

する本累層はほぼ直立しており，また各部層基底部の砂 

岩層が差別浸食により稜線を形成している．このため地 

形図や空中写真で各部層のおよその分布を判読すること 

ができる．本累層の層厚は800-1,600m以上である．本累 

層からは軟体動物化石を多産するが，下位層に比べやや 

粗粒な堆積物からなるため，有孔虫・放散虫等の微化石 

の産出はまれである．これらの化石からU2部層は下部カ 

ンパニアンに，U3部層は中部カンパニアンに，U4・U5 

部層は上部カンパニアンに対比される． 
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U2 部層 

模式地の乳呑川上流の地点U13では，本部層は基底部 

の層厚8mの礫質砂岩層（U2a）と，主部の層厚45mのシ 

ルト岩-砂岩シルト岩互層（U2b）に分けられる（第14， 

15図)．浦河累層のU1部層を整合に覆い，上位のU3部層 

に整合に覆われる．模式地と比較して，様似ブロックに 

分布する本部層の主部は，細粒な堆積物からなり，地層 

も厚い． 

浦河市街地・浦河港 

海緑石砂岩を挟む砂岩シルト岩互層で，その下部は露 

出しない．市街地にあるため露出不良で層厚は約100mで 

ある．北方の常盤町にも小露出がある．砂岩からアンモ 

ナイト・イノセラムスを産した． 

乳呑川-月寒川 

シルト岩で，その下限は断層で切られて露出しない． 

層厚は50m以上である． 

東幌別から鵜苫沢入口及び海岸 

海緑石砂岩を挟むシルト岩で，その下部は海没し，上 

限は断層で切られ，狭長に露出する．海岸地域の層厚は 

100m以上と推定される． 

U3 部層 

本部層は，西舎図幅地域の乳呑川中流（第14図）とウ 

ロコ別上流（第15図）に模式的に分布しており，三石図 

幅地域の井寒台地域にも分布している．浦河図幅地域で 

は，浦河東町と月寒川下流に露出する．また，西幌別北 

方には狭長に分布する．本部層の基底部には厚さ75mの 

砂岩層（U3a）が堆積し，主部は，U3aの上に厚さ250-500 

mの灰黒色シルト岩（U3b）がのる． 

浦河東町 

シルト岩で，イノセラムスを産した．向斜構造のため 

上部は分布せず，層厚は100m以上と推定される． 

月寒川下流 
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塊状シルト岩で，イノセラムスやカキ類を産した．層 

厚は不明である． 

U4 部層 

模式地は西舎図幅地域のウロコ別上流にある．その東 

方延長は，乳呑川中流・月寒川上流に延び，浦河図幅地 

域では西幌別北方でその一部を観察できる． 

下位のU3部層から移化し，上位のU5部層の砂岩に整 

合に覆われる．基底部（U4a）に厚さ50m以下の中-粗粒 

砂岩層がある．主部（U4b）は厚さ300-400mのシルト岩 

からなり下部と中部に凝灰質砂岩や細粒凝灰岩を挟む． 

一般に西部の方が粗粒な堆積物からなり，また無層理に 

なる傾向が認められる． 

西幌別北方 

月寒川上流とほぼ同様な，U4b上部の細粒凝灰岩，シル 

ト岩の層序を観察できる．イノセラムス・アンモナイト 

を産した． 

月寒川上流-ウロコ別中流（西舎図幅地域） 

月寒川上流のU4bは下位からシルト岩，細粒凝灰岩， 

シルト岩の層序となっている．ウロコ別中流では主とし 

てシルト岩からなり，凝灰岩や砂岩を頻繁に挟んでいる． 

下部に厚さ15mの珪質凝灰岩，中部にも厚さ10mの凝灰 

岩を挟む． 

U5 部層 

西舎図幅地域の月寒川上流部を模式地として，ウロコ 

別中流・乳呑川中流に露出する．その東方延長は，本図 

幅地域の西幌別北方にも露出がある．U5部層は上部蝦夷 

層群の最上部を占めている．基底部（U5a）は層厚30-35 

mの細粒無層理の凝灰質砂岩層で，U4bのシルト岩から 

整合的に移化する．主部（U5b）はシルト岩ないし砂質シ 

ルト岩からなる．U5bの上部は断層で切られているため 

に層厚は125m以上である． 

西幌別北方 

基底部（U5a）の最下部のみが地点U119（第15図）に 

露出する．層厚30-35mの細粒無層理の凝灰質砂岩で， 

U4bのシルト岩から整合的に移化する．イノセラムス・ 

アンモナイトを産した． 

月寒川上流（西舎図幅地域） 

 3 本の支流に露出があり，U5aとU5bに細分できる． 

U5aは層厚30mの灰白色の凝灰質細粒砂岩であり，多量 

の海緑石粒を含んでいるので，良好な鍵層となる．U5bは 

砂質のシルト岩で，U4bのシルト岩と比べより粗粒であ 

る．層厚は120m以上である． 

 

Ⅳ．2．4 函淵層群 

Ⅳ．2．4．1 幌別累層（新称，H1，H2） 

浦河図幅地域のみに分布する．模式地は浦河町白泉地 

区の地点U133を含む小沢である（第16図)．本累層は蟹江 

（1966）の上部蝦夷層群U7を再定義，命名したものであ 

る．本累層の分布の周囲はすべてが断層で他の累層と接 

しているため，上限・下限は不明である．層厚は600m以 

上ある．下位からH1部層とH2部層に分けられる．H1部 

層は砂岩を主とし，H2部層はシルト岩を主とするが，両 

部層とも著しく凝灰質である．H1部層からアンモナイ 

ト 2 種類が発見され，H2部層にもイノセラムス Inocer- 
amus（Endocostea）shikotaensis  を含むことから，両者 

とも下部マーストリヒチアンの海成堆積物である． 
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H1 部層 

蟹江（1966）のU7αを再定義し，Matsumoto et al. 
（1985）はH1に改名． 

主に灰色ないし灰緑色の中粒砂岩からなる．背斜部に 

分布することと断層で切られているために下限は不明で 

ある．鏡下では淘汰不良の石英が多量に含まれ，泥岩片 

や斜長石も多い．層厚は350m以上．岩相が上部蝦夷層 

群のU5部層から急変するので，U5部層とH1部層との 

間に不整合ないし侵食関係が存在するかもしれない．地 

点U133とU76A（第16図）からアンモナイトを産した 

（Matsumoto et al.，1979；Matsumoto and Kanie, 
1985）． 

H2 部層 

蟹江（1966）のU7βを再定義し，Matsumoto et al. 
（1985）はH2に改名． 

灰色砂岩，シルト岩及び細粒砂岩からなり，海緑石粒 

や軽石片を含んでいるのを観察できる．向斜部に分布す 

るために上限は不明．層厚は250m以上．地点U128・917 

（第16図）の基質中にイノセラムスを産した．H1部層か 

ら整合移化する． 

 

Ⅳ．3 化石・対比 

 

ここでは浦河地域（第17図）とその周辺で産出した軟 

体動物化石をもとに，有孔虫・放散虫などの微化石も加 

えて各地層の化石層序を考察する． 

 

Ⅳ．3．1 下部蝦夷層群 

本地域では，北海道中央部に発達するオルビトナリ石 

灰岩の分布もみられず，地質時代を明示する大型化石は 

発見されていない．三次・平野（1997）は，西舎図幅地 

域と元浦川中流域で放散虫化石の検出から，中部バレミ 

アン-上部アルビアンの下部に対比している． 

 

ツケナイ累層 

放散虫化石の検出から，中部バレミアン-下部アルビア 

ンに対比された（三次・平野，1997)． 

 

ベッチャリ累層 

放散虫化石により中部アルビアン-上部アルビアンの 

下部に対比された（三次・平野，1997)． 

 

Ⅳ．3．2 中部蝦夷層群 

本層群は下位より歌笛累層と絵笛累層に二分され，そ 

の地質時代は上部アルビアン-チューロニアンにわたる． 

本層群から産出した大型化石を第４表に示す． 

 

歌笛累層 

泥質岩よりアンモナイト・イノセラムス等の軟体動物 

化石をまれに産し，M1a部層は中-上部アルビアン，M1 

b部層は上部アルビアン，M1c部層は下部セノマニアン 

に対比される． 

M1a 部層 

西舎図幅地域の向別川支流高津川流域において， 

松本・岡田（1973）は，本部層より由来したと考えら 

れる石灰質コンクリーションの転石から Mortoniceras 
cf. kiliani, Desmoceras cf. latidorsatum を得ている．こ 

れらの化石に基づき，Matsumoto and Kanie（1982）は 

M1a部層の上部を上部アルビアンに対比した． 

三石図幅地域の咲梅川支流から報告された Cymatoceras 
cf. sakalavum（Matsumoto et al.，1984）は，マダガス 

カルの中-下部アルビアンに知られている（Collignon, 
1949）ので，本部層を中-上部アルビアンに対比した． 
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M1b 部層 

浦河図幅地域の浦河町東幌別の地点U2078Fから 

Puzosia subcorbarica が採集され，上部アルビアンに対比 

されている． 

また，Taketani（1982）は，西舎図幅地域の向別川支流 

高津川の支流・熊の沢において地点My76-05・My76-06 
から，Eusyringium spinosum,Holocryptocanium barbui, 
Squinabollum fossilis などの放散虫を検出し，上部アル 

ビアン-下部セノマニアンの群集に対比した．また， 

Maiya and Takayanagi（1977）の Trityia disjuncta 群 

集帯（アルビアン）に対比される底生有孔虫群集を検出 

した． 

以上の化石から本部層は上部アルビアンに対比でき 

る． 

M1c 部層 

西舎図幅地域の高津の沢支流，熊の沢においてTa- 
ketani（1982）は地点My76-11，My76-12，My76-13， 

My76-15 から Diacanthocapsa  euganea-Thanar la 
elegantissima 帯の放散虫群集（上部アルビアン-下部セ 

ノマニアン）を，また Maiya and Takayanagi（1977） 

は，Rotalipola-Textularia hikagezawensis 帯（セノマニ 

アン）の底生有孔虫群集を検出している． 

西舎図幅地域のタンネベツ沢上流では，Ta k e t a n i 
（1982）は，地点U525の黒色粘土岩から Diacanthocapsa 
euganea-Thanarla elegantissima 帯の放散虫群集を， 

Maiya and Takayanagi（1977）は Rotalipora-Textularia 
hikagezawensis 帯の有孔虫群集を，また地点U527pより 

Inoceramus (Birostrina) sp. が採集された．以上のこと 

から，M1c部層は下部セノマニアンに対比される． 

 

絵笛累層 

本累層の泥質部からアンモナイト，イノセラムス等の 

化石を散点的に産し，粘土岩から有孔虫，放散虫を豊富 

に産する．これらの化石により，M2部層は中部セノマニ 

アン，M3部層は上部セノマニアン-下部チューロニア 

ン，M4部層は中部チューロニアン-上部チューロニアン 

に対比される． 

M2 部層 

西舎図幅地域，向別川中流の礫岩中の泥岩礫とその直 

上の泥岩（U580A）から Birostrina costatus を産し，中部 

セノマニアンに対比される． 

タンネベツ川上流の地点U523付近から Rota l ipola 
-Textularia 有孔虫生存帯と Eusyringium spinosum 放散 

虫群集（Taketani，1982）が知られている． 

M3 部層 

本部層の下部は Birostrina cf. pennatulus を産するこ 

とから上部セノマニアンに，その上部は浦河図幅地域の 

地点U2413pと三石図幅地域の地点U1015pから Mytiloides 
labiatus を産することから，下部チューロニアンに対比さ 

れる． 

M4 部層 

浦河図幅地域に分布する下部層は，Collignoniceras 
woollgari を産することから中部チューロニアンに対比 

される．西舎図幅地域には本部層の中・上部が分布し， 

Inoceramus (Inoceramus) hobetsensis や Inoceramus 
(Inoceramus) tashioensis を産する．本部層の中･上部は, 

これらの化石から上部チューロニアンに対比される．し 

たがって，M4部層は中-上部チューロニアンに対比され 

る． 

 

Ⅳ．3．3 上部蝦夷層群 

産出化石から，その時代はコニアシアン-カンパニア 

ンにわたる．本層群から産出した大型化石を第６表に示 

す． 

 

浦河累層 

本累層から軟体動物・有孔虫・放散虫化石を産し，U0 

部層はコニアシアン，U1部層はコニアシアン-下部カン 

パニアンに対比される． 

U0 部層 

本部層の下部から上部にわたり Inoceramus(Inoceramus) 
uwajimensis を産し，コニアシアンに対比される． 

浦河市街地域のU618に露出する粘土岩から Inocer- 
amus (Inoceramus) cf. uwajimensis を産したので，コ 

ニアシアンに対比される． 

U1 部層 

黒色粘土岩や石灰質コンクリーションから軟体動物化 

石を豊富に産し，また有孔虫化石をも産し，その時代は 

コニアシアン最上部-下部カンパニアンと考えられる．浦 

河図幅地域では下部カンパニアンの化石は確認されてい 

ない． 

乳呑川上流 

軟体動物・有孔虫・放散虫化石を産し，これらの化石 

から下部の150mはコニアシアンに，上部の100mはカン 

パニアンに対比される．また乳呑川支流のCBO1-CBO9 

（Taketani，1982）でもコニアシアンの放散虫・有孔虫 

化石が確認されている． 

西幌別地域 

地点U36に露出する粘土岩に含まれるコンクリーショ 

ンから Sphenoceramus orientalis nagaoi や Gaudrycers 
denseplicatum intermedius など多種の軟体動物化石を 

産した． 

月寒川上流転石U189pからSphenoceramus cf. orientalis 
nagaoi や Hauericeras angustum を産した． 

 

乳呑川累層 

本累層からは軟体動物化石を多産するが，下位層に比 

べやや粗粒な堆積物よりなるため，有孔虫・放散虫等の 
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微化石の産出はまれである．これらの化石からU2部層は 

下部カンパニアンに，U3部層は中部カンパニアンに，U4 

部層は上部カンパニアンに（蟹江，1982)，U5部層は上部 

カンパニアン-マーストリヒチアンに対比されている（蟹 

江，1982)． 

U2 部層 

本部層の砂岩や泥岩から，Sphenoceramus orientalis 
orientalis,“Anisomyon”transformis を多産し（Kanie， 

1975，1977)，これは異常巻アンモナイトの Ainoceras 
Paucicostatum, A. kamuy と共産する（Matsumoto and 
Kanie，1967)．砂岩中には木片とともにカキ類化石を 

含むことがある．本部層の全層準から Sphenocernamus 
s c h m i d t i  が産出する．U 3 aの砂岩からは巨大な 

Sphenoceramus schmidti を散在的に産する．Phyllopa- 
chyceras ezoense, Tetragonites popetensis, Gaudryceras 
striatum, Canadoceras kossmati, Ryugasella ? sp. などの 

アンモナイトを多産する（第 5 ，6 表)． 

浦河港 

地点U463の工事中に Sphenoceramu s  or i en ta l i s 
orientalis と Anagaudryceras yokoyamai を産した． 

月寒川中流 

地点179，180ではカキ化石を，地点U181の粗粒砂岩か 

ら Sphenoceramus orientalis orientalis を産した． 

東幌別 

地点U2076のシルト岩から Sphenoceramus orientalis 
orientalis や笠型巻貝“Anisomyon”cassidarius を多産し 

た． 

U3 部層 

砂岩，シルト岩や後者に介在するコンクリーションか 

ら Siphenoceramus を豊富に産し,これらの化石から,本部 

層は中部カンパニアンに対比される． 

浦河東町 

地点U611などに露出するシルト岩から Sphenocer- 
amus schmid やウニ Pseudoanacys ? tumidai を多産した. 

月寒川中流 

地点176のシルト岩から Sphenoceramus ? lenis を産し 

た． 

Ⅳ．3．4 函淵層群 

産出化石からその時代は下部マーストリヒチアンであ 

る．本層群から産出した大型化石を第７表に示す． 

 

幌別累層 

H1 部層 

浦河東方の海岸，地点U133から Pachydiscus (Pachydis- 
cus) hidakaensis を産し（Matsumoto et al.，1979)，地 

点U76Aからは Anagaudryceras tetragonum を産した 

（Matsumoto and Kanie，1985)． 

H2 部層 

地点U128・917（第16図）の基質中に Inoceramus (En- 
docostea) shikotanensis を産した． 

これらの化石の産出から，H1・H2部層はともに下部 

マーストリヒチアンに対比されている（Matsumoto et 
al.，1979)． 

 

Ⅳ．4 地質構造 

 

空知-エゾ帯の白亜系は，ニタラチ-オショロベツ衝上 

断層（第 4 ，5 図）の南西側に分布する．この白亜系は 

一般に北西-南東ないし西北西-東南東走向で，北東又は 

南西に30-90゜で傾斜する．走向方向の断層が卓越する． 

一方，元浦川断層や日高幌別断層などの胴切り断層が分 

布する． 

 

蝦夷累層群は多くの褶曲によって（第 5 図)，同じ地層 

が繰り返し現われるが，全体として北東側に下部層が， 

南西側に上部の地層が帯状に配列する．更に北東側から 

の複数の衝上断層によって，南西側の上部層分布地域に 

より下部の地層が挟まれる．このために白亜系内の地質 

構造は，南西方向に複雑であり，海岸沿いの地域で最も 

複雑になっている． 

褶曲構造は，主に閉じた鉛直褶曲であるが，一部に同 

斜褶曲が認められる． 

また第５図に示すように，元浦川・日高幌別川沿いに 

伏在する胴切り断層により，白亜系はブロック化されて 
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いる．この分布域を，西から歌笛・浦河・様似の 3 ブロッ 

クに区分する．浦河ブロックの内部は，絵笛川沿いと向 

別川沿いに伏在する断層によって細分されている．白亜 

系の主要分布域は浦河ブロック内にあり，それは隣接地 

域に対して相対的に落ち込み帯を形成している． 
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Ⅴ．新 第 三 系 
 

 

（酒井 彰） 

 
 

Ⅴ．1 ひん岩（p） 
 

様似町冬似からエンルム岬にかけての海岸部の中部蝦 

夷層群分布域にひん岩の岩脈が分布している（第18図)． 

これは，竹内・三本杉（1938）の黒雲母ひん岩に相当す 

る． 

前田ほか（1986，1990）は，日高火成活動帯西列の酸 

性岩類に卓越した火成活動が20-17Maに発生したとし 

た．そして，様似海岸に分布するひん岩岩脈のK-Ar年代 

値は16.5±0.8Maであることから，その活動も北隣の西 

舎図幅地域に分布するランプロファイアー（久保ほか， 

1984；酒井・蟹江，1986）と同様にこの時期に相当する 

とした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第18図 ひん岩の露頭．Ａ：様似町親子岩，Ｂ：右側の山がひん岩からなる様似町観音山．
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GSJ R77736（85081901）ひん岩 

鏡下では，長径最大1mm，多くは0.5mm程度の長柱 

状・自形の斜長石微斑晶と，これを埋める斜長石を主と 

し苦鉄質鉱物・不透明鉱物を伴う石基より構成される． 

斜長石微斑晶は，その大部分を占める比較的均質な核部 

とこれを取り巻く狭いリム部からなる組成累帯構造を有 

している．また，斜長石微斑晶の一部は変質して方解石 

により置換されている．苦鉄質鉱物はごく少量含まれ， 

現在は方解石・白雲母・粘土鉱物などに置き換えられて 

いて同定困難なものと，細粒の褐色黒雲母が認められる 

（19図)． 

 

Ⅴ．2 上杵臼累層（Km） 

 

本地域に分布する新第三系は礫岩に始まり泥岩に至る 

一連の堆積物であり，Suzuki et al.（1983）の定義に従 

いこれらの堆積物を一括し，上杵臼累層とする． 

研究史 これまで，西舎地域及び周辺地域の新第三系， 

すなわち中新世の地層群は，竹内・三本杉（1938）によ 

り新冠層群とされ，下位より比宇層，幌別層，荻伏層及 

び三石層に区分の上，それらは川端統に対比された．こ 

れらのうち浦河図幅地域に分布するのは比宇層と幌別層 

である．しかし，彼らの記載した岩相は模式地の設定も 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第19図 ひん岩の顕微鏡写真．Ａ：オープンニコル，Ｂ：クロスニコル，どちらも横幅2.9mm．
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異なり,比宇層最上部の石炭層も本地域には分布しない. 

酒井･鈴木（1980)，Suzuki et al.（1983）は，本地域の 

新第三系を新たに上杵臼累層と呼び，分布の概略とそこ 

から産する軟体動物化石群集を記載した． 

分布 その分布は日高帯と空知-エゾ帯にまたがり，こ 

の地域に卓越する北北西-南南東ないし北西-南東方向の 

走向断層に挟まれて帯状ないしはレンズ状をなして狭く 

分布する．この分布域を便宜上A-Eの 5 帯に区分する(第 

20図). D帯の南東部及びE帯が浦河図幅地域に含まれる． 

D帯は本地域で最も広い分布地域であるが，露出は良く 

ない． 

模式地 C帯の上杵臼開拓地の日高幌別川左岸，シマ 

ン川下流及びメナシュンベツ川中流地域である． 

層序関係 上杵臼累層は，多くの場合，基盤とは断層 

関係であるが，C帯では付加コンプレックスのソエマツ 

沢ユニットとD帯では中部蝦夷層群を，それぞれ基底礫 

岩を伴って不整合に覆う． 

層相 本累層は基底礫岩から始まり，それは最も厚い 

ところで約30mの厚さを有するが，本図幅地域では観察 

できない．基底礫岩の上位には，約300mの厚さの暗緑色 

中-極粗粒砂岩が重なる．この砂岩の比較的下部には，径 

2-4mの巨礫をまばらに含む部分や細礫岩と砂岩の互 

層も観察される．様似や浦河市街東方の国道沿いの露頭 

や海岸で見られる暗緑色中-極粗粒砂岩や砂岩礫岩互層 

はこの層準のものと見なされる（第21図A-D)． 

さらに砂岩の上位には，300m以上の厚さの暗灰色シル 

ト岩が重なる．このシルト岩は青灰色細-中粒砂岩との細 

層理の互層（第22図）や石灰質コンクリーションを含む． 

砂岩はシルト岩の下部に挟まれることが多い．また，こ 

のシルト岩は細砂大の軽石を含んだり，海辺の牧草地の 

露頭のような酸性凝灰岩を挟む（第23図)． 

化石 本累層から産出した軟体動物化石群集について 

は，Suzuki et al.（1983）が詳しく研究している（第 8 

表)．化石が産出する岩相は，基底磯岩･青灰色-緑灰色の 

細-粗粒砂岩(第21図B)･石灰質コンクリーション中から 

である．この群集は，わずかに暖海性の要素を含むが， 

多量の寒冷な浅海性の要素からなり，中新世中期の川端 

期の化石群集とされている（Suzuki et al，1983)． 

芳賀ほか（1999）は，西舎図幅地域の浦河町メナブト 

川上流に分布する上杵臼累層の最下部から（第20図)， 

C r u c i d e n t i c u l a  i k e b e i  A k i b a  e t  Ya n a g i s a w a , 
Crucidenticula kanayae Akiba et Yanagisawa, Kis- 
seleviella carina Sheshukova を含む25属25種 1 変種の 

珪藻化石を報告し，Crucidenticula kanayae 帯の下部の 

群集（Yanagisawa and Akiba，1998；Gladenkov and 
Barron, 1995）に相当するとし，その地質時代を前期中 

新世末期（16.9-16.7Ma）とした．嵯峨山･宮坂（1992） 

及び和田ほか（1992）は，三石図幅地域や農屋図幅地域 

の本累層に相当する西川層・農屋層から Denticulopsis 

praelauta 帯から D. lauta 帯の珪藻化石を報告し，その地 

質時代を中期中新世初頭-中期としている． 

今回，川上俊介氏（筑波大学）により，本図幅地域の 

海辺川上流の上杵臼累層の泥岩から放散虫化石が抽出さ 

れた（第20図)．試料（97082801）はすべて化石の抽出処 

理に使われたため残っていない．以下川上氏の同定結果 

に基づき記述する．化石は保存状態が悪くまた個体数及 

び種数は非常に少ない．Dendrospyris(?) sakaii Sugiyama 
and Furutani, Tricolocapsa papillosa（Ehrenberg） 

group, Clathrocyclas sp., Stylosphaera sp. 等が産出した. 

Sugiyama and Furutani（1992）は，岐阜県の中部中新 

統瑞浪層群生俵累層の Calocycletta costata 帯の放散虫を 

記載したなかで，D(?)．sakaii を新種として記載してい 

る．Vitukhin(1993）によれば, Dendrospyris sachalinen- 
sis は中期中新世前期のロシアの極東地域に特徴的な種 

であり，珪藻化石帯の Denticulopsis lauta 帯から D. hyalina 
帯に相当するとしている．また，Shilov（1995）は，北 

西太平洋のODP Leg 145において Acrospyris lingi Shilov 
が前期中新世末から中期中新世中期に産出し，その生存 

期間は珪藻化石帯の D. Praelauta 帯から D. praedimorpha 
帯にほぼ相当するとした.川上氏によれば, Dendrospyris 
sachalinensi と Acrospyris ling は Dendrospyris(?）sakai 
とシノニムの関係であり，これらのことから放散虫化石 

が産出した泥岩の堆積年代は中期中新世前期から中期と 

みなされる．この堆積年代は，嵯峨山・宮坂（1992）や 

和田ほか（1992）の報告した堆積年代と矛盾しない．以 

上のことから，上杵臼累層の堆積した年代は，前期中新 

世末期から中期中新世前期ないしは中期と考えられる． 

地質構造 上杵臼累層は北北西-南南東ないし北西-南 

東方向の走向断層に挟まれて分布しており，イドンナッ 

プ帯では基盤の白亜紀の付加コンプレックスの地質構造 

とわずかに斜交している(第20図)．本累層は，不整合付 

近や境界断層付近では急斜し，西舎図幅地域内のシマン 

川やイサカナイ川支流の不整合面は，北東に急斜し，逆 

転している．そして両地層の走向はわずかに斜交するも 

のの，どちらの地層も逆転層となっている．このように， 

基盤との地質構造が比較的調和的に見える場所もある． 

しかし，上杵臼累層の分布は地質図で分かるように基盤 

の走向方向とわずかに斜交する断層に規制されており， 

上杵臼累層堆積後の構造形成期は，少なくとも二回が識 

別される．一つは西方への沈み込みによって形成された 

付加コンプレックスを，西傾斜から東傾斜に変えた西方 

への押しの運動であり，もう一つは日高変成帯の急激な 

上類・露出に伴う高角断層を形成する運動である． 

対比 上杵臼累層の北西延長は，長谷川･酒匂（1958) 

のアメマス沢層及び長谷川善和ほか（1972）の第三系， 

南東延長は鈴木ほか（1959）の新富層に連続する．また， 

北西方では静内-三石地域の農屋層（松下・鈴木，1962) 

や西川層（和田ほか，1992）に対比される． 
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第21図 E帯に分布する上杵臼累層．A：礫岩薄層を挟む濃緑色砂岩(様似町市街地東方海岸)，B：斜交層理の発達する

砂岩（浦河町東町東方海岸)，C：貝化石を含む緑灰色の粗粒砂岩(様似町市街地東方海岸)，D：風化して茶褐

色を呈する礫岩混じり砂岩（浦河町月寒の道路沿い)． 

第22図 細層理の砂岩泥岩互層（西舎図幅地域の日高幌別川支流） 
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第23図 泥岩中に挟まれる酸性凝灰岩（中央に厚さ約50cm，右側に厚さ約2mの

淡灰色に見える部分．海辺川中流） 
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Ⅵ．第 四 系 
 

 

（酒井 彰） 

 

浦河図幅地域の第四系は,段丘堆積物と沖積層である． 

また，漁港周辺の埋立地を区別し表示した． 

 

Ⅵ．1 段丘堆積物 

 

本図幅地域の段丘については，平川ほか（1982）と岩 

崎ほか（1991）の研究がある．北西隣の三石地域や本地 

域の平宇から東隣の幌泉地域（現地形図名えりも）の沿 

岸部には海成段丘堆積物が広がっている．様似町岡田付 

近の様似川右岸には河成段丘堆積物が分布している．本 

報告では一括して段丘堆積物とし，高位・中位・低位に 

区分し，低位をさらに低位 1 と低位 2 に細分した．それ 

ぞれ礫及び砂からなる堆積物が分布する． 

 

高位段丘堆積物（t1） 

東隣の幌泉図幅地域（原地形図名えりも）にピークを 

持つアポイ岳の西側山麓の標高150-260mに緩い斜面を 

なして分布する．分布状態から海成段丘堆積物と推定さ 

れる．堆積物は様似町東平宇から楽古岳図幅地域の様似 

町新富にぬける林道沿いで観察される．堆積物は，径 

15-20cmの礫からなる2m前後の厚さの礫層で，その基 

質は粗粒砂である．礫種は日高変成岩類・深成岩類が主 

で日高帯の堆積岩類は少ない．ポンサヌシベツ川の標高 

260m付近の山側末端の本堆積物は，5-20cm径の亜角礫 

からなる不淘汰な堆積物で崖錐礫様を呈する（第24図). 

中位段丘堆積物（t2） 

平川ほか（1982）のT2面及び岩崎（1991）の日高幌別 

（Hh)面の堆積物に相当する．海成段丘の堆積物で，様 

似町平宇から冬島北東方の標高70-120m付近に分布す 

る．堆積物は高位段丘堆積物と同様に林道沿いで観察で 

き，厚さ3m前後の20-30cm径の亜円礫からなる礫層で， 

粗粒砂の基質を持つ．また，岩崎ほか（1991）によれば， 

浦河町東幌別の日高幌別川左岸の標高80-90mにも本堆 

積物が分布しているとされるが，そこには平坦面は認め 

られるが，堆積物を確認できなかったので図示しなかっ 

た． 

低位 1 段丘堆積物（t3） 

平川ほか(1982)のT4面･岩崎ほか(1991)の姉茶(Ac） 

面に相当する海成段丘の堆積物である.標高40-60mに分 

布する．堆積物は，礫径10-20cmでまれに30cm径の礫を 

含むほとんど変成岩類礫からなる厚さ4m前後の礫層で 

ある．本堆積物は，浦河町月寒から白泉，様似町平宇か 

ら冬島東方にかけて広範囲に分布するが，面の発達は狭 

い．岩崎ほか（1991）は東幌別に小分布を図示している 

が，本報告では未確認のため図示していない． 

また，様似町岡田付近の様似川左岸に本段丘堆積物の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第24図 崖錐礫様を呈する山側末端のt 1段丘堆積物（ポンサヌシベツ川支流）
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分布を示したが，ここでは河成段丘堆積物が分布してお 

り，平川ほか（1982）のT7面･岩崎ほか（1991）の御園 

（Ms)面の堆積物に相当する．堆積物はよく似ているの 

で，本報告では一括したが，その違いについては岩崎ほ 

か（1991）が詳しく論じている． 

低位 2 段丘堆積物（t4） 

平川ほか(1982)のT6面･岩崎ほか(1991)の東栄(To） 

面に相当する海成段丘の堆積物である.浦河町白泉付近， 

様似町鵜苫，平宇から冬島東方に分布しており，分布高 

度は標高10-20mである．堆積物は粗粒砂基質で5-10cm 

径の亜円礫からなる礫層と粗粒砂からなり，明瞭な堆積 

構造が見られる（第25図)． 

 

 

Ⅵ．2 沖積層（a） 

 

本地域の沖積層は主要な河川沿いに比較的広く分布す 

る．特に日高幌別川下流及び様似川下流沿いに広く発達 

する．堆積物は砂・泥・礫からなり，場所によってその 

厚さや組成が異なる．また海辺川下流や様似川下流左岸 

付近には，泥炭層が認められる（小原ほか，1978)． 

 

Ⅵ．3 埋立地（r） 

 

浦河港とその西側の地域，及び様似港とその西側の地 

域は埋め立てられ，陸域がより海側に拡張している． 

 

第25図 t4段丘堆積物（写真の幅が約3m．ポロサヌシベツ川下流）
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Ⅶ．応 用 地 質 
 

（酒井 彰） 

 

本図幅地域内では，かつて石灰岩が採石されたことが 

あるが，現在は休止している．また，中部蝦夷層群の砂 

岩が砕石として小規模に利用されていたが，これも休止 

している． 

活断層は報告されていないが，日高山脈南部から浦河 

沖にかけて比較的規模の大きな地震が発生している． 

 

Ⅶ．1 採 石 

 

採石されていた石灰岩は，様似町岡田の様似川西岸の 

山腹に位置し，岡田ユニット中の岩塊として分布してい 

る．泥岩基質のメランジュ中の径数m-十数mの石灰岩を 

採掘していた．現在も会社の事務所があるが，この地域 

での採掘は休止している． 

様似町様似川下流西岸の道路沿いに分布する中部蝦夷 

層群歌笛累層の砂岩泥岩互層が小規模に採掘されていた 

が，現在は休止している． 

 

Ⅶ．2 地震・活断層 

 

本地域には，活断層は報告されていない．しかし，浦 

河沖を震源とする地震は本地域の海域だけでも，1935年 

 9 月18日マグニチュード6.0，1952年 4 月15日マグニ 

チュード6.2が記録されている（活断層研究会，1991)． 

以下に，総理府地震調査研究推進本部地震調査委員会 

編（1999）のうち，浦河地域及びその周辺地域に該当す 

る記述部分を引用する． 

日高山脈南部の太平洋沖合では，海溝ののびる方向が 

ほぼ南北方向(日本海溝)から北東-南西方向(千島海溝） 

へと折れ曲がっている．このような海溝の折れ曲がりに 

より，沈み込む太平洋プレートも折れ曲がり，地下では 

大きく変形していると考えられている．また，千島海溝 

では太平洋プレートが斜め方向に沈み込んでいるため， 

陸側の地殻が西の方に引きずられ，日高山脈南部で北海 

道南西部の地殻と衝突していると考えられている．この 

ように日高山脈南部から浦河沖にかけては，プレートの 

折れ曲がりによる大きな変形と特異な地下構造，斜め方 

向の沈み込みに伴う地殻の衝突などにより，歪が大きく 

なるため，地震活動の活発な地域になっている． 

この地域では，1982年の浦河沖地震（M7.1)，1970年 

の日高山脈の地震(M6.7）などの比較的規模の大きな地 

震が発生している．これらの地震は，通常の陸域の浅い 

地震（深さ約20km以浅）に比べて，やや深いところ（深 

さ20-40km）で発生しているため，被害がやや軽減され 

る傾向にある．さらに，それより深いところでも，太平 

洋プレートの沈み込みに直接関係した地震が多数発生し 

ている．浦河沖地震（1982年 3 月21日，M7.1）は，日高 

山脈南部から浦河沖にかけて発生しているやや深い地震 

の 1 つであり，浦河町の南西沖合約20km付近の深さ40 

kmを震源域として発生した．この地震では，浦河町で震 

度 6 が観測され，震源域からの距離が近い日高支庁の沿 

岸で被害が大きかった．日高山脈南部から浦河沖にかけ 

ての地域は地震活動の高い所であるが，1982年の浦河沖 

地震は，この地域で発生したこれまでに知られている地 

震のうちでも最大規模のものである．また，この地域で 

発生した地震としては初めて津波が記録された.津波は， 

地震後約 4 分で浦河に到達し，検潮所で135cmが観測さ 

れたが，特に被害はなかった． 
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（ABSTRACT） 
 

Urakawa district is situated in the southern part of central Hokkaido, and occupies an area between longitude 142ﾟ 
45′E and 143ﾟ00′E and between latitude 42ﾟ00′N and 42ﾟ10′N（142ﾟ44′46"E and 142ﾟ59′46"E, 42ﾟ00′09"N and 42ﾟ10′09"N, 

referred to the International Terrestrial Reference Frame, ITRF). The eastern part of the district geotectonically belongs 
to the Hidaka Belt, and the main part of the district belongs to the Sorachi-Yezo Belt. 

The eastern part of the district is occupied by the accretionary complex and metamorphic rocks of the Hidaka Belt, 
which are the Okada Unit and Fuyushima Metamorphic Rocks. In the main part of the district, Cretaceous forearc basin 
sediments of the Sorachi-Yezo Belt are exposed. Cretaceous forearc basin sediments, which are the Yezo Supergroup, is 
intruded by Early Miocene Porphyrite dikes. The Okada unit and Yezo Supergroup are covered unconformably by the 
Kamikineusu Formation of latest Early to Middle Miocene age. Quaternary sediments are formed along main rivers and 
seashores. The stratigraphy of the district is summarized in Table 1. 

 

Accretionary complex and metamorphic rocks of the Hidaka Belt 
 

The western part of the Hidaka Belt is zonally arranged and divided into the Idon'nappu Subbelt and Hidaka Western 
Marginal Subbelt. Each of subbelts are represented by the Okada Unit, Fuyushima Metamorphic Rocks and Naizawa Unit. 
The Okada Unit, which is an accretionary complex, consists of mudstone, pebbly mudstone, sandstone, chert, limestone, 
basalt lava and volcaniclastic rocks. Although no microfossils occur from the matrix of the pebbly mudstone in the district, 
the age of the unit is Cretaceous. The Naizawa Unit is not exposed in the district. 

Fuyushima Metamorphic Rocks are distributed in Fuyushima and its northern area, consist mainly of pelitic schist 
with psammitic schist, mafic schist and quartz schist. Based on mineral assemblage of pelitic schist and characteristics of 
texture, the metamorphic rocks divided into five metamorphic zones；the Biotite-Chlorite-Muscovite schist zone, Garnet 
-Chlorite-Muscovite-Biotite schist zone, Garnet-Muscovite-Biotite schist Zone, Cordierite-Biotite schist zone and Garnet 
-Biotite schist zone in descending order. The Fuyushima Metamorphic Rocks are bounded by a steep fault to the Okada 
Unit, and have a NW-SE trend, gently dip northeastward． 

 

Cretaceous strata of the Sorachi-Yezo Belt 
 

The eastern margin of the Sorachi-Yezo Belt is called as the Cretaceous Synclinal Zone, which has a NNW-SSE 
trend. In this zone, a series of forearc sediments, which is called the Yezo Supergroup, are distributed. 

The Yezo Supergroup, conformably overlying the Nitarachi Formation, is divided into the Lower Yezo, Middle Yezo, 
Upper Yezo and Hakobuchi Groups. In the district, the Nitarachi Formation is not exposed． 

The Lower Yezo Group is subdivided into the Tsukenai and Betchari Formations in ascending order. The former is 
made up of sandstone, and the latter is composed of claystone and sandstone. The group has only radiolarian fossils, which 
indicate middle Barremian to late Albian, occurring in the Nishicha district. Its thickness is more than 600 m. 

The Middle Yezo Group, conformably overlying the Lower Yezo Group, is subdivided into the Utafue and Efue 
Formations in ascending order. The Utafue Formation is composed of sandstone in the lower part, mudstone, sandstone 
and interbedded sandstone and mudstone in the middle part and claystone in the upper part. The upper part of the 
formation is not exposed in the district. The thickness of the lower and middle parts of the formation is more than 1,000 
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m in the district. Molluscan fossils rarely occur in the formation. The Efue formation consists of sandstone and conglomer- 
ate in the lower part, claystone and interbedded sandstone and mudstone in the middle part and interbedded sandstone 
and mudstone and sandstone in the upper part. It is 1,400 m in thickness. Molluscan, foraminifer and radiolarian fossils 
occur in the formation. Fossil evidence suggests that the Middle Yezo Group is middle Albian to Turonian. 

The Upper Yezo Group, conformably covering the Middle Yezo Group, is subdivided into the Urakawa and 
Chinomigawa Formations in ascending order. The Urakawa Formation is made of claystone with sandstone and acidic 
tuff in the lower part and claystone with sandstone and conglomerate in the upper part. It yields abundant molluscan, 
foraminifer and radiolarian fossils. The Chinomigawa Formation is composed of siltstone with sandstone and abundant 
molluscan fossils and rare microfossils are present. Fossils found in the group suggest Coniacian to Campanian age. Its 
thickness is more than 2,500 m． 

The Hakobuchi Group is in fault contact with the Upper Yezo Group. In the district, the Horobetsu Formation is 
only exposed. The formation consists of sandstone in the lower part and siltstone with sandstone in the upper part. It is 
characterized by tuffaceous sediments. Based on its molluscan fossils, the age of the formation is early Maastrichtian. It 
is more than 600 m in thickness． 
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Neogene 
 

Early Miocene porphylite dikes are found at the Fuyuni-Cape of the Enrumu area in the district and intrude into 
strata of the Middle Yezo Group. The K-Ar age of porphyrite is 16.5±0.8 Ma. 

The Kamikineusu Formation unconformably covers the Cretaceous accretionary complex and Yezo Supergroup, and 
from the base consists of conglomerate, sandstone and siltstone in ascending order. Based on diatom, radiolarian and 
molluscan fossils the Kamikineusu Formation is latest Early Miocene to middle Middle Miocene． 

 

Quaternary 
 

Quaternary sediments are terrace deposits and alluvium, which are distributed along rivers and seashores. Four 
terraces are found, and each terrace deposit is composed of gravel and sand with volcanic ash. The alluvium is widely 
distributed in the downstream of main rivers such as Hidakahorobetsu and Samani Rivers and consists of sand, mud, and 
gravel partly with peat seam． 

 

Geologic Structure 
 

The geologic structure of the district is characterized by a zonal structure. The Okada Unit has a trend of NNW-SSE, 
and most of the accretionary complex steeply dips northeast. The Yezo Supergroup has a NW-SE trend, and most of strata 
steeply or generally dips northeast or southwest, and it forms isoclinal folds or normal folds. The Yezo Supergroup is a 
tendency that the strata becomes generally younger toward southwest． 

 

Economic Geology 
 

Although the limestone of the Okada Unit was quarried for building stones in the Hidaka Belt, the quarries have been 
closed. Sandstones of the Middle Yezo Group, near the right bank of the lower stream of the Samani River, also was 
quarried, but the quarries have been closed． 
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